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このマニュアルでは、指導歯科医の先生向けに初期設定の方法や臨床実習・臨床研修時に実施した項目の承認（検印）方法やその
進行状況確認、臨床研修時の修了時判定などの操方法作を記述しています。

指導歯科医の先生の主なご利用方法は、学生や臨床研修歯科医が実施した実習項目の承認操作とその進行状況管理となります。承認操作は、
学生が持参した端末もしくは共用でご利用されているタブレット、パソコンなど常時インターネットに接続できる端末がご利用いただけま
す。一方、実施状況管理は、ご担当される学生や臨床研修歯科医の実施状況を一度に表示する必要があるため情報量が多くなったり、端末
の種類によっては表示が乱れたりすることがあります。そのためパソコンなど画面が大きな端末のご使用を推奨します。

システム管理者から発行された［ ログイン ID ］［ パスワード ］もしくはご自身で設定した［ パスワード ］は、他人から容易に見られない
場所で大切に保管してください。なお［ パスワード ］は、専用サイトにログインすることで後から任意の半角英数字を用いて変更すること
ができます。しかし、発行された［ ログイン ID ］は変更することができません。またお手数ですが、セキュリティ性を高めるため、定期的
に［ パスワード ］を変更することをお勧めします。

実施項目を承認する際、先生固有の［ 承認パスワード ］を用いて承認する方法となります。初期の［ 承認パスワード ］は、システム管理者
から " 仮 "発行されたものとなっています。そのため、ご利用を開始するまでに［ 承認パスワード ］を変更してください。なお［ 承認パスワード ］
は、指導歯科医向け専用サイトにログインすることで任意の 4桁の半角数字を用いて変更することができます。
実施項目を承認する際、セキュリティを高めるため端末に表示される入力キーは毎回ランダムで配置されますが、実習項目承認データの　
信頼性担保のため［ 承認パスワード ］を入力する際は、学生や臨床研修歯科医の方に読み取られることのないようご注意ください。また、セ
キュリティ性を高めるため、定期的に［ 承認パスワード ］を変更することをお勧めします。

端末を共用で使用されている場合、その端末やインターネットブラウザに［ ログインID ］と［ パスワード ］を保管しないでください。
［ ログイン ID ］と［ パスワード ］が他人に漏れる危険性が高くなります。なお［ 承認パスワード ］は、端末やインターネットブラウザに保存
されることはありませんので、ご安心ください。

本システムのご利用時、本システムの利用規約以外に別途、学校や病院側にて利用規約が定められている場合があります。ご利用に際しては、 
その規約に定められている注意事項を守るように心がけてください。
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この章では、システム管理者から発行された［ パスワード ］［ 承認パスワード ］の変更方法を記述しています。
なおタブレットなどでのご利用に際して、ご使用の機種や OSの種類によっては、画面の一部が表示ができなかったり、画像の
一部が崩れたりすることがあるため、パソコンのご利用をお勧めいたします。

システム管理者の先生からご連絡のあった［ パスワード ］［ 承認パスワード ］は "仮 "のものとなっています。そのため、ご利用開始前に下記の手順に
従い［ パスワード ］［ 承認パスワード ］を再設定してください。またセキュリティ性を高めるため、定期的に［ パスワード ］［ 承認パスワード ］を変更
することをお勧めします。

インターネットブラウザを起動し https://e-logbook.jp に接続後、システム管理者からご案内のあった［ ユーザ ID ］［ パスワード ］を用いて

ログインしてください。なお、ご利用いただけるインターネットブラウザに制限はありません。

［ ユーザ ID ］と［ パスワード ］が分からなくなったら
 ［ ユーザ ID ］もしくは［ パスワード ］が分からなくなった場合、システム管理者の先生までご連絡してください。

ご連絡後、パスワードは初期化され "仮 "パスワードが発行されます。その後、8ページの［ 2.パスワードを変更する ］の手順を実行してください。

臨床実習と臨床研修では使用できる機能が異なっています。

そのため、同じ大学で臨床実習と臨床研修の機能をご利用いただく際は、それぞれ異なる別の［ ユーザ ID ］［ パスワード ］が発行されています。

ご注意ください。

また一度発行された［ ユーザ ID ］は変更することができません。あらかじめご了承ください。

指導歯科医の先生方がご使用される端末は、タブレット端末の場合、ご利用の機種やご試用の OSによって項目が表示できないことがあります。

また表示する項目なども多いため、画面の広いパソコンのご利用をお勧めします。

ご利用の前に必ず行ってください

1.  ログインする

1
STEP

Cation

Point

個人でご利用されている通信端末 共用利用されている 通信端末

 初期設定を行う
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［ ユーザ ID ］もしくは［ パスワード ］が間違っている場合

［ 無効なユーザ ID ］もしくは［ パスワードの不一致 ］をお知らせす
るメッセージが表示されます。その際、［ ユーザ ID ］と［ パスワード ］
を再度ご確認いただき、再入力してください。

共用端末ご利用時の注意点

以下のようにユーザ IDとパスワードを保存するかどうかを確認する
メッセージが表示された場合、 パスワード を保存しないように気をつけて
ください。



ホーム画面の構成は以下のようになっています。

指導歯科医の先生方に付与される権限は下記の 4種類あります。権限により利用できる機能が異なっています。ご注意ください。

なお、権限については、管理者の先生から交付されている交付書に記載されています。ご不明な際は、お手数ですが管理者の先生にお尋ねください。

区分 項目 ボタン名称 機能 指導歯科医
  （外部）※ 1 指導歯科医 主任指導歯科医 主任指導歯科医

（削除権限付）

臨床実習・臨床研修

環境設定

パスワード変更 パスワードを変更する ○ ○ ○ ○

認証パスワード変更 認証パスワードを変更する ○ ○ ○ ○

個人別実習状況確認

集計する

所属診療科の実施状況を閲覧する ○ ○ ○ ○

全ての診療科の実施状況を閲覧する × × ○ ○

実習履歴を削除する 承認された履歴を削除する × × × ○

実習項目別集計 集計する

実習項目別に所属診療科の状況を
閲覧する ○※ 2 ○ ○ ○

実施項目別に全ての診療科の状況を
閲覧する ○※ 2 × ○ ○

グループ管理 グループ管理 グループを作成する × ○ ○ ○

インフォメーション インフォメーション お知らせを見る ○ ○ ○ ○

部門管理 インフォメーション お知らせを発行する × × × ○

臨床研修

基本習熟コース・基本習得コース

担当研修医評価状況
担当臨床研修歯科医の修了時自己判定
状況を確認し修了時判定を行う × ○※ 3 ○※ 2 ○※ 3

研修医評価結果一覧
指導歯科医が臨床研修歯科医に対して
修了時判定を行った結果を確認する × ○ ○ ○

ホーム画面について
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3

4

5

6
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1. 環境設定
［ パスワード変更 ］
このサイトへのログインパスワードを変更
する際に使用します。

［ 承認パスワード変更 ］
学生や臨床研修歯科医が実施した項目の
承認時に利用する承認パスワードを変更す
る際に使用します。

2. 個人別実績状況確認
[ 集計する ］
診療科目別、個人別に自験・介助・見学の
実施回数の総数や未承認数を確認する際に
使用します。
また実施状況をCSV形式でダウンロード
する際にも使用します。

［ 実習履歴を削除する ］
（主任指導歯科医削除権限付の方のみ）
承認済みの臨床実習や研修時の実施履歴を
削除する場合に使用します。

3. 実習項目別集計
［ 集計する ］
あらかじめ設定されている必須症例ポイント
の実施状況を診療科目別、個人別、実施
項目別に確認する際に使用します。

4. 基本習熟コース・基本習得コース
（臨床研修ご利用時のみ）

［ 担当研修医評価状況 ］
ご担当されている臨床研修歯科医が行った
修了時判定の状況確認や担当臨床研修歯科
医に対する修了時判定を行う際に使用します。

［ 研修医評価結果 ］
研修歯科医に対する指導歯科医の修了時判
定状況確認を行う際に使用します。

5. グループ管理
（外部指導医以外の方のみ）

学生や研修歯科医に対してグループ分けの
設定を行う際に使用します。

6. インフォメーション
何かお知らせがある際にこちらにメッセージ
タイトルが表示されます。
本マニュアルの電子版もここからご覧いただ
くことができます。

7. その他
［ ホーム ］
他の画面からこの画面に戻る際に使用します。

［ 部門管理 ］
（主任指導歯科医削除権限付の方のみ）

学生や研修歯科医、指導歯科医向けに
お知らせを発行する際に使用します。

［ ログアウト ］
ログアウトする際に使用します。

［ ご氏名・ID ］

指導歯科医の権限と機能について

※ 1　臨床研修ご利用時のみの権限です。
※ 2　ご担当される臨床研修歯科医の方の状況のみご確認いただけます。
※ 3　担当臨床研修歯科医評価状況の機能をご利用いただける先生は、臨床研修歯科医との関連づけされた指導歯科医の先生が対象となります。ご注意ください。
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環境設定のボックスにある［ パスワード変更 ］をクリックします。

［ 現在のパスワード ］のテキストボックスに現在ご利用中のパスワードを入力します。

次に［ 新しいパスワード ］に 4文字以上 30文字以内の半角英数字でパスワードを入力した後［ 新しいパスワード（再入力） ］に新しいパスワード

を入力します。

［ 設定 ］をクリックし、表示されたメッセージを確認した後［ 閉じる ］をクリックします。

次回から新しく設定した［ パスワード ］をご使用いただくことができます。

再入力したパスワードが一致しない場合、右のようなメッセージが表示されます。

その際は新しいパスワードを再入力してください。

また設定時には 必ず半角英数字 をご利用ください。

2.  パスワードを変更する

1
STEP

2
STEP

3
STEP

Point
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［ 認証パスワード変更 ］をクリックします。

［ 現在のパスワード ］のテキストボックスにご利用中の［ 承認パスワード ］を入力します。

その後［ 新しいパスワード ］の個所に半角数字 4桁の新しい承認パスワードを入力した後［ 新しいパスワード（再入力） ］に新しい承認パスワード

を再入力します。

再入力した承認パスワードが一致しない場合、右のようなメッセージが表示されます。

その際は、パスワードを再入力してください。

また設定時には 必ず半角数字 をご利用ください。

［ 設定 ］をクリックし、表示されたメッセージを確認した後［ 閉じる ］をクリックします。

次回から新しく設定した［ 承認パスワード ］をご使用いただくことができます。

1
STEP

3.  承認パスワードを変更する

2
STEP

Point

3
STEP
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この章では、ご担当されている学生や臨床研修歯科医から実施項目の承認依頼を受けて承認するまでの操作方法を記述しています。

実施項目の承認は、学生や臨床研修歯科医の方が提示した端末の画面を確認しながら行います。その際、ヒアリングを行っていただくことで実施項目の自
験・介助・見学の［ 分類 ］を変更したり、指導歯科医の評価やコメントを残したりすることもできます。

4.  実施項目承認の流れについて

ログイン学生
研修歯科医

指導歯科医

承認依頼の選択 承認依頼画面の提示

承認項目の確認
実施項目の承認の際、確認するポイントは以下の通りです。
•  承認者 (学生 •研修歯科医 )氏名
•  実施日
•  指導歯科医氏名
• 実施項目 (大項目 •中項目 •小項目 )
• 実施分類 (自験 •介助 •見学 )
• 症例番号※( 配当実習などの場合 )
• 自己評価※

• 評価 (指導歯科医 )※

• コメント (指導歯科医 )※

※任意項目のためご利用されない場合は無視してください。

① そのまま承認する場合
実施項目などに不備がない場合、そのまま承認いただく方法
です。
承認された実習項目データはすぐに進行状況に反映されます。

② 後で承認する場合
承認依頼された際、時間がなくヒアリングなどが行えず
承認できない場合に使用する方法です。
実施項目データは承認待ちの状態となります。

③ 差し戻す場合
実施項目に不備があり修正や削除が必要な場合、学生や研修
歯科医に自ら修正させることを促すため差し戻す方法です。
差し戻された実施項目データは、学生や研修歯科医のトップ
ページに表示され、修正することができる状態になります。

承認方法について
実施項目の承認の際、 以下の 3つの方法で承認することができます。

承認パスワードの入力
数字 4桁の承認パスワードを入力します。
入力時の学生や臨床研修歯科医から見えないようにご入力ください。

またキーボードの配列はセキュリティの関係上、毎回ランダムに
配列が変更されます。ご注意ください。

 学生・臨床研修歯科医が実施した実施項目を承認する
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学生もしくは臨床研修歯科医の方が登録した実施項目は、クラウドサーバーに保存されているため、承認依頼の際は端末に依存することなくご利用いただくことが

できます。そのため、学生もしくは臨床研修歯科医の方がご登録の際に利用された端末がスマートフォンなど場合、それを担当指導医の先生の元に持参してご承認

いただくことはもちろん、共用利用されている端末や担当指導歯科医の先生がお持ちになっているパソコンなどの端末もご利用いただくことができます。

承認依頼の画面構成は以下の通りです。

指導歯科医の先生は、提示されたこの画面をご覧いただきながらヒアリングなどを行い承認操作を進めていきます。

実施項目の登録で使用した通信端末 共用利用されている もしくは 担当指導医の先生がお持ちになっている通信端末

Point

 承認依頼画面について

1.依頼者情報
［ 承認依頼者 ］
承認を依頼される学生・研修歯科医の方のご氏名が
表示されています。

［ 承認指導医 ］
承認を依頼する担当指導歯科医の先生のご氏名が表示
されています。

2.実施情報
［ 実施日時 ］
記録されている実施した日付や時刻が表示されています。

［ 実施項目 ］
大項目・中項目・小項目の順で記録されている実施項目
が表示されています。

［ 分類 ］
［自験］［介助］［見学］の実施分類が表示されています。
ラジオボタン［ ◉ ］をクリックすることで分類を変更
することもできます。

［ 症例番号 ］

記録されている症例番号が表示されています。
もし間違っている場合は、この画面からも変更することが
できます。

3. 評価・コメント
［ 自己評価 ］
実施項目に対する学生もしくは研修歯科医の方の自己
評価を 5段階で入力することができます。
入力は、数字の横にあるラジオボタン［ ◉ ］をクリックし
ます。

［ 評価 ］
担当指導歯科医の先生が評価を入力される際に使用し
ます。

［ コメント ］
担当指導歯科医の先生がコメントを入力される際に使用　
します。

4. 承認区分
担当指導歯科医の先生がこの実施項目内容を判断され
た結果を［ 承認する］［ 後で承認する ］ ［ 差し戻し ］の中
から選択します。

5. 上記内容で承認する
承認時に使用するボタンです。
実施項目を［ 承認する］だけではなく［ 後で承認する ］ 
場合や［ 差し戻し ］する場合もこのボタンをクリックし
ます。

6. トップ
ボタンをクリックするとこの画面の上に戻ります。

7. ホーム
ボタンをクリックするとトップページに戻ります。

5

6

7

3

4

2

1

この章では、ご担当されている学生や臨床研修歯科医から実施項目の承認依頼を受けて承認するまでの操作方法を記述しています。

実施項目の承認は、学生や臨床研修歯科医の方が提示した端末の画面を確認しながら行います。その際、ヒアリングを行っていただくことで実施項目の自
験・介助・見学の［ 分類 ］を変更したり、指導歯科医の評価やコメントを残したりすることもできます。

4.  実施項目承認の流れについて

ログイン学生
研修歯科医

指導歯科医

承認依頼の選択 承認依頼画面の提示

承認項目の確認
実施項目の承認の際、確認するポイントは以下の通りです。
•  承認者 (学生 •研修歯科医 )氏名
•  実施日
•  指導歯科医氏名
• 実施項目 (大項目 •中項目 •小項目 )
• 実施分類 (自験 •介助 •見学 )
• 症例番号※( 配当実習などの場合 )
• 自己評価※

• 評価 (指導歯科医 )※

• コメント (指導歯科医 )※

※任意項目のためご利用されない場合は無視してください。

① そのまま承認する場合
実施項目などに不備がない場合、そのまま承認いただく方法
です。
承認された実習項目データはすぐに進行状況に反映されます。

② 後で承認する場合
承認依頼された際、時間がなくヒアリングなどが行えず
承認できない場合に使用する方法です。
実施項目データは承認待ちの状態となります。

③ 差し戻す場合
実施項目に不備があり修正や削除が必要な場合、学生や研修
歯科医に自ら修正させることを促すため差し戻す方法です。
差し戻された実施項目データは、学生や研修歯科医のトップ
ページに表示され、修正することができる状態になります。

承認方法について
実施項目の承認の際、 以下の 3つの方法で承認することができます。

承認パスワードの入力
数字 4桁の承認パスワードを入力します。
入力時の学生や臨床研修歯科医から見えないようにご入力ください。

またキーボードの配列はセキュリティの関係上、毎回ランダムに
配列が変更されます。ご注意ください。
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提示された承認依頼ページの上にある［ 承認依頼者 ］の個所にある学生もしくは臨床研修歯科医の氏名、［ 承認指導医 ］の個所にある先生の
ご氏名を確認します。次に実施日や実施内容などの実施項目をヒアリングし、その内容を確認してください。その際、その内容が間違っている

場合は、学生や研修歯科医に差し戻しを行い、内容を訂正するよう指示してください。
・学生や臨床研修歯科医に差し戻す方法は、 STEP［ 3 ］を参照してください。

・承認依頼者（学生・臨床研修歯科医）とご担当される指導歯科医の先生のご氏名が正しいかどうかご確認ください。

もし承認依頼者のご氏名が間違っている場合、正しくログインするようにご指導ください。

また承認指導医のご氏名が間違っている場合は、［ 差し戻し ］を行い本来の本来の担当指導医に承認依頼するようにご指導ください。

・実施日が正しいかどうかご確認ください。

実施日は入力日とは異なり臨床実習や臨床研修を行った日付となります。そのため大きく日時がずれている場合、臨床実習や臨床研修の結果をまとめる際にデータの信ぴょう性

に大きく関わるため注意が必要です。もし異なっている場合は、学生もしくは臨床研修歯科医に［ 差し戻し ］を行い、本来の実施日に訂正するようご指導ください。

・実施時間のご利用は任意 です。ご利用されることが必須か任意かがご不明な場合は、管理者の先生にお尋ねください。

必要に応じて［ 分類 ］［ 症例番号 ］の変更や［ 評価 ］［ コメント ］を入力を行います。

［ 評価 ］や［ コメント ］は必須項目ではありませんが、大学や病院で別途運用ルールが定められている場合があります。ご注意ください。
・詳しい操作方法は 14ページ［ 1.1  分類を変更する ］～ 15ページ［ 1.5  コメントを入力する ］までの各項目を参照してください。

［ 承認区分 ］から該当する［ 承認する ］［ 後で承認する ］［ 差し戻す ］トグルボタンをクリックしてください。

なお、デフォルトでは［ 承認する ］のトグルボタンにチェックが入っています。
・そのまま承認する場合［ 承認する ］のまま変更する必要はありません。

・ヒアリングなどを行う時間がなく承認できない場合［ 後で承認する ］のラジオボタンをクリックします。

・ 実施項目や内容に不備があり訂正が必要な場合［ 差し戻す ］のラジオボタンをクリックします。なお、承認を差し戻す際は、差し戻す理由を伝えご指導い

ただくことで、その後の実施項目データ訂正が行いやすくなります。

1
STEP

5.  実施項目を承認する

Cation

2
STEP

3
STEP

後で承認する場合そのまま承認する場合 差し戻す場合
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すべての実施項目に対して、STEP［ 1 ］～［ 3 ］の動作を繰り替えし行います。

すべての実施項目に対してヒアリングによる確認が完了した後、画面下部にある［ 上記内容で承認する ］をクリックします。

画面に表示されているテンキーを用いて数字 4桁の［ 承認パスコード ］を入力した後［ 承認する ］をクリックします。

表示されたメッセージを確認した後、［ OK ］をクリックすると承認操作は終了です。その後、端末を学生・臨床研修歯科医に返却してください。

・ 承認パスコードとは、指導歯科医の先生ごとに個別に割り当てられた 4桁の数字です。ログインパスワードとは異なります。ご注意ください。

・ キー配列は、セキュリティの関係上毎回ランダムで配置が換わります。ご注意ください。

［ パスワードが間違っています ］とのメッセージが表示されたら
［ 閉じる ］をクリックし、承認パスコード入力画面に戻り承認パスコードを再入力してください。

［ 承認パスワード ］が分からなくなったら
［ 承認パスワード ］が分からなくなった場合、システム管理者の先生までご連絡してください。承認パスワードは初期化され "仮 "パスワードが

発行されます。その後、9ページの［ 3.承認パスワードを変更する ］の手順を実行してください。

承認時、差し戻した実施項目については、学生・臨床研修歯科医の方のトップページに差し戻された項目があることを示すメッセージが表示されます。

4
STEP

5
STEP

Point

差し戻された実施項目について
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ヒアリングの結果、自験・介助・見学の［ 分類 ］が間違っている場合、［ 分類 ］を変更することができます。変更する場合は、該当するラジオボタンを

クリックしてください。また［ 分類 ］の変更が生じた際、承認区分を ［ 差し戻し ］に変更し、後日学生もしくは臨床研修歯科医に修正してもらう方法も

あります。なお、承認を差し戻す際は、差し戻す理由を伝えご指導いただくことで、その後の実施項目データ修正が行いやすくなります。

［ 症例番号 ］が間違っている場合、変更することができます。変更する場合は、ドロップダウンリストから該当する番号を選択してください。

また［ 症例番号 ］の変更が生じた際、承認区分を ［ 差し戻し ］に変更し、後日学生もしくは臨床研修歯科医に訂正してもらう方法もあります。

なお、承認を差し戻す際は、差し戻する理由を伝えご指導いただくことで、その後の実施項目データ修正が行いやすくなります。なお症例番号をご利用

される際、その採番ルールは、大学や病院などで定められているものに従ってください。

学生・臨床研修歯科医の［ 自己評価 ］を記録することもできます。［ 自己評価 ］を記録される場合は、該当するラジオボタンをクリックします。

なお、評価の際の評価基準やルールは学校で定められているものに従ってください。

5-1.1  分類を変更する

5-1.2  症例番号を変更する

5-1.3  自己評価（学生・臨床研修歯科医）の評価を入力する
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指導歯科医［ 評価 ］を記録することができます。［ 評価 ］を記録される場合は、該当するラジオボタンをクリックしてください。

なお、評価の際の評価基準やルールは学校で定められているものに従ってください。

［ コメント ］を入力する場合、テキストボックスをクリックして文字を入力してください。なお、入力できる文字数は 32文字以内となっています。

5-1.4  指導歯科医の評価を入力する

5-1.5  コメントを入力する
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 臨床実習や臨床研修の実施状況を確認する

この章では、学生や臨床研修歯科医の実施状況確認のための操作方法を記述しています。

実施状況の確認方法は、個人別実績状況確認と実習項目別集計の 2種類あり、学生や臨床研修歯科医の実施状況を一覧形式で確認することができます。
個人別実績状況確認では、個人（ 学生や臨床研修歯科医 ）を軸に実施状況全体を実施回数ベースに俯瞰的に確認することができます。またここから CSV
形式にてデータを外部に書き出し Excelなどの表計算ソフトで計算し管理することもできます。
実習項目別集計では、実施項目の詳細を軸に実施区分（ 自験・介助・見学 ）別に学生や臨床研修歯科医の方の実施状況を症例ポイントベースに確認する
ことができます。

発行されたユーザ IDには権限が付与されており、それぞれ実施状況を確認できる範疇が異なります。

［ 指導医 ］の権限の場合は、所属されている診療科目での実施状況のみとなり、［ 主任指導医 ］の場合は、すべての診療科での実施状況が閲覧できます。

なお権限については、管理者の先生から交付されている交付書に記載されています。ご不明な際は、お手数ですが管理者の先生までお尋ねください。

区分 項目 ボタン名称 機能 指導歯科医
（外部） 指導歯科医 主任指導歯科医 主任指導歯科医

（削除権限付）

臨床実習・研修

個人別実習状況確認 集計する

所属診療科の実施状況を閲覧する
もしくは CSV形式でデータを生成する ○※ 1 ○ ○ ○
全ての診療科の実施状況を閲覧する
もしくは CSV形式でデータを生成する × × ○ ○

実習項目別集計 集計する

実習項目別に所属診療科の状況を閲覧する ○※ 1 ○ ○ ○

実施項目別に全ての診療科の状況を閲覧する × × ○ ○

インターネットブラウザを起動し https://e-logbook.jp に接続後、［ ユーザ ID ］［ パスワード ］を用いてログインします。

なお、ご利用いただけるインターネットブラウザに制限はありません。また、臨床実習と臨床研修では使用する IDが異なります。ご注意ください。

［ ユーザ ID ］もしくは［ パスワード ］が間違っている場合
［ 無効なユーザ ID ］もしくは［ パスワードの不一致 ］をお知らせするメッセージが表示されます。

その際は［ ユーザ ID ］と［ パスワード ］を再度ご確認いただき、再入力してください。

［ ユーザ ID ］と［ パスワード ］が分からなくなったら
［ ユーザ ID ］もしくは［ パスワード ］が分からなくなった場合、システム管理者の先生までご連絡してください。

ご連絡後、パスワードは初期化され "仮 "パスワードが発行されます。その後、8ページの［ 2.パスワードを変更する ］の手順を実行してください。

① 個人別実績状況
学生や研修歯科医の個人を軸に全員の進行
状態を俯瞰的にとらえる場合に使用する方法
です。全体の実施度合いを把握しやすくする
ため、 診療科で実施され実施回数を分類別に
全て一括で集計し表示します。

③ 実習項目別集計
実施項目を軸にその実施状況の詳細を把握し
たい場合に使用する方法です。
詳細を把握するため診療科でご担当されてい
る各実施項目の分類別に集計しまい。なお実施
状況は、［ 症例ポイント ］として表示します。

② CSV 形式にてデータを書き出す
① 個人別実績状況確認画面から、個別もし
くは全員の実施データをアウトプットしたい
場合に使用する方法です。
データは、表計算ソフトで加工できる［ CSV
（カンマ区切り）形式 ］で書き出されます。

6.  実施状況の確認方法について

指導歯科医の権限と閲覧範囲について

※ 1　ご覧いただける範疇は、ご担当いただいている臨床研修歯科医の方のみとなっています。

7.  ログインする

1
STEP
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個人別実習状況確認の個所にある［ 集計する ］をクリックします。

個人別学生状況確認画面の構成は、縦列に学生・臨床研修歯科医が、横軸に［ 自験 ］［ 介助 ］［ 見学 ］の実施区分が実施回数にて表示されています。

なお、［ 未承認数 ］の確認や［ CSVデータ ］のダウンロードも行えるようになっています。

　実績状況一覧表示について

［ 所属診療科・部 ］のドロップダウンリスト中から該当する診療科・部を選択します。なおデフォルトでは、［ 全て ］が選択されています。

［ 指導歯科医 ］の権限での［ 全て ］とは、あらかじめご登録されている所属診療科すべてのことを指しています。複数所属診療科にご登録され
ている先生は、リストの中からご確認されたい診療科目を選択してください。

また、［ 主任指導医 ］の権限での［ 全て ］とは、すべての診療科のことを指しています。
そのため［ 全て ］を選択して表示される検索結果は、［ 指導医 ］先生のものと表示結果が異なります。あらかじめご了承ください。

7-1.  個人別実績状況を確認する

1
STEP

 個人別実績状況確認画面について

1.検索ボックス
［ 所属診療科 ］
所属診療科ごとの実施状況結果を
ご確認いただく際に使用します。

［学年］
学年ごとの実施状況結果をご確認
いただく際に使用します。

［所属グループ］
学年別に設定されているグループ
ごとに実施状況結果を絞り込んで
検索したい場合に使用します。

［期間］
ここで設定されている期間内の実施
状況が表示されます。

［過去の履歴］
通常は共通にチェックを入れてご利用
してください。

2.検索
検索結果を表示する際に使用します。

3.CSV作成
［ 選択中のユーザの CSV作成 ］
実施状況一覧表にチェックを入れた
学生・臨床研修歯科医の CSVデータ
を書き出す際に使用します。

［ 全てのユーザの CSV作成 ］
実施状況一覧表に表示されている
学生・臨床研修歯科医の CSVデータ
を書き出す際に使用します。

4.実績状況一覧
学生・臨床研修歯科医の自験 ･介助・
見学の分類別に実施回数が表示され
ています。

4

32

1

85 10 1196 7 ⑤ 選択チェックボックス
個人別に CSVデータを作成する際、チェックを入れて使用します。

⑥ 氏名＜ユーザ ID＞
学生・臨床研修歯科医の氏名が表示されています。
また氏名の並び順を変更する場合にも使用します。

⑦ 自験症例数
自験した実施回数が表示されています。実施回数が多くなるとバーも長さも増加しま
す。
また実施症例回数順に並びを変更する場合にも使用します。

⑧ 介助症例数
介助した実施回数が表示されています。実施回数が多くなるとバーも長さも増加します。
また実施症例回数順に並びを変更する場合にも使用します。

⑨ 見学症例数
見学した実施回数が表示されています。実施回数が多くなるとバーも長さも増加します。
また実施症例回数順に並びを変更する場合にも使用します。

⑩ 未承認数
未承認の総数が表示されています。未承認数順に並びを変更する場合にも使用します。

⑪ 承認日時
最終承認された日時が表示されています。また承認日時順に並びを変更する場合に
も使用します。

2
STEP

2
STEP
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18

［ 学年 ］のドロップダウンリストからご覧になりたい学年を選択します。なおデフォルトでは［ 本年度の学生・臨床研修歯科医の学年 ］が 

表示されています。またこの機能のご利用は学年が複数登録されている必要があります。あらかじめご了承ください。

［ 所属グループ ］のドロップダウンリストから絞り込んで検索したい学生・臨床研修歯科医に設定されているグループを選択します。

デフォルトでは、STEP［ 2 ］で選択した［ 学年 ］の［ 全て ］のグループが選択されています。

なおこのグループは、先生方でも個別に設定することができます。その設定方法は、40ページにある［ 15.グループを設定する ］の項目をご覧

ください。

［ 期間 ］のカレンダーアイコンをクリックしてご覧になりたい期間の開始日と終了日を設定します。なおデフォルトでは、あらかじめシステム

側で設定した本年度の期間が表示されています。

3
STEP

4
STEP

5
STEP

カレンダー表示の変更方法について

［ 年度を変更する ］ 
1.日付表示の上部にある［ 年月度表示 ］をクリックし、［ 月度表示 ］に切り替えます。

2.月度表示上部にある［ 年度表示 ］をクリックし、［ 年度一覧表示 ］に切り替えます。

3.該当する年度をクリックします。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

4.その後の操作は、下記の［ 月度を変更する ］の 2以降の操作をご覧ください。

［ 月度を変更する ］
1.日付表示の上部にある［ 年月度表示 ］をクリックし［ 月度表示 ］に切り替えます。

2.該当する月度をクリックし、［ 日付表示 ］に切り替えます。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

3.その後の操作は、下記の［ 日付を変更する ］をご覧ください。

［ 日付を変更する ］
1.日付表示の該当する日付をクリックします。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

Point
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［ 過去の履歴  ］の個所にある［ 共通 ］チェックボックスをクリックします。

［ 検索 ］をクリックすると選択した診療科目・学年・グループなど個々に選択した範囲での実施状況が表示されます。

［ 過去の履歴の項目 ］に［ 共通 ］のチェックボックスがあります。デフオルトでは［ 共通 ］のチェックボックスにチェックが入っていません。

ここの数値は、システム側に登録されている学年の識別コードが表示されています。そのため［ 共通 ］の個所にチェックが入らないと検索結果が上手く表示 

されません。ご注意ください。

実施項目のデータ量によって、一覧表を生成する時間は変わります。

そのためデータ量が多くなってくると一覧表が表示されるまで多くの時間を要することがあります。あらかじめご了承ください。

また一覧表示は通信回線の速度にも影響されます。そのため、通信状態の良い環境にてサーバーに接続するように心がけてください。

 表示の並び変えを行う 
並び変えを行いたい項目のヘッダ部分をクリックします。クリックする度に昇順・降順の順で並び変えることができます。

 ホーム画面に戻るには
ホーム画面に戻るには画面左上にある［ ホーム ］タブ、もしくは右上にある［ ホーム ］アイコン、画面左下にある［ ホームに戻る ］の何れかの個所をクリック

します。

6
STEP

Point

Cation
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17ページ［2-1.個人別実績状況を確認する］の STEP［ 1 ］～ STEP［ 6 ］を行います。

書き出す対象の学生・臨床研修歯科医の氏名＜ユーザ ID＞の左横にあるチェックボックスにチェックを入れます。

［ 全員を効率よく選択する ］

ヘッダの部分のチェックボックスにチェックを入れると一括で全員分にチェックを入れるこ

とができます。

［ 間違って選択した場合 ］

間違ってチェックボックスを選択した場合、再度その部分をクリックするとチェックを外すことができます。

［ 選択中のユーザの CSV作成 ］をクリックします。表示されたエンコードの指定画面にある［ Shift_JIS ］［ UTF-8 ］の何れかを選択した後

［ 決定 ］をクリックします。暫くすると CSVデータが生成されダウンロードが開始されます。なおエンコードは、通常デフオルトの［ Shift_JIS ］

のままで問題はありません。またダウンロードしたデータは、EXCELやNumbersなどの表計算ソフトを用いて加工することができます。

［ 全員の CSVデータを効率よくダウンロードする ］

［ 全てのユーザの CSV作成 ］をクリックすると表示されている全員分の CSVデータを作

成しダウンロードすることができます。その際、STEP2の手順を行う必要はありません。

［ エンコードとは ］

エンコードとは、そのデータを復元表示させる際、データをコード変換する際に使用する際の規格のことです。

通常文字データは、エンコードと呼ばれる文字と数字の組み合わせによって規格化され表示されています。

・［ Shift_JIS ］とは、日本の JIS規格で設定された文字規格のデータです。日本語 OSがインストールされているパソコンをご利用の場合、問題なく開くことができます。

・［ UTF-8 ］とは、ユニコード・コンソーシアムによって作られた文字規格のデータです。この規格は、世界で使われているすべての文字を共通の文字集合で利用できる形式となって

います。そのため日本語 OSがインストールされていないパソコンをご利用の場合、こちらの形式をご利用ください。

［ CSVファイルの開き方 ］

ダウンロードされたデータは、CSV形式となっています。CSV形式は、カンマ区切りのテキストファイル

形式となっているため、そのファイルをクリックすることで Excelなどの表計算ソフトでそのまま

開くことができます。 また Excelがインストールされてない場合、CSV形式がサポートされている

Numbersなどの表計算ソフトがあればファイルを開くことができます。

なお CSV形式はテキストファイル形式のため、メモ帳でも開くこともできます。

ダウンロードしたデータは、インターネットブラウザで設定されているフォルダに保存されています。

7-2.  CSV 形式にてデータを書き出しする

1
STEP

2
STEP

Point

3
STEP

Point
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［ 実習項目別集計 ］の個所にある［ 集計する ］をクリックします。

実習項目別集計画面の構成は、横軸に学生・臨床研修歯科医の氏名が縦軸には実施項目の詳細が表示されています。また大項目は緑色、中項目は濃い青色、

小項目は薄い青色の行として表示されています。また一覧表の上段には、あらかじめ設定されている［ 必須症例ポイント ］と実行した［ 症例ポイント ］の

合計が表示されています。なお［ 症例ポイント ］が［ 必須症例ポイント ］を超えた場合［ 症例ポイント ］の数字の色が "赤 "から "黒 "に変化します。
・［ 必須症例ポイント ］とは、臨床実習要綱などで設定されている修了時までに最低限必要になるポイントのことです。

・［ 症例ポイント ］とは、実施項目別に設定されている［1回実施した際に獲得できるポイント ］に［ 承認を得た回数 ］を乗算したポイントのことです。

項目別集計一覧表示について

［ 所属診療科・部 ］のドロップダウンリスト中から該当する診療科・部を選択します。なおデフォルトでは、［ 全て ］が選択されています。

［ 指導歯科医 ］の権限での［ 全て ］とは、あらかじめご登録されている所属診療科すべてのことを指しています。複数所属診療科にご登録されている 

先生は、リストの中からご確認されたい診療科目を選択してください。

また、［ 主任指導医 ］の権限での［ 全て ］とは、すべての診療科のことを指しています。
そのため［ 全て ］を選択して表示される検索結果は、［ 指導医 ］先生のものと表示結果が異なります。あらかじめご了承ください。

7-3.  実施項目別に実施状況を確認する

1
STEP

実習項目別集計画面について

1,検索ボックス
［ 所属診療科  ］
所属診療科を選択する場合に使用しま
す。

［ 学年 ］
学年を選択する際に使用します。

［ 所属グループ ］
学年ごとに設定されているグループを
絞り込んで検索する場合に使用します。

［ 期間 ］
ここで設定されている期間内の実施状
況が表示されます。

2.検索
検索結果を表示する際に使用します。

3.全画面表示
検索結果を全画面表示する際に使用し
ます。

4.次へ
次の学生・臨床研修歯科医が表示され
ている画面に移動する際に使用します。

5.集計結果
検索した集計結果が表示されています。

3

1

4

2

5

76 8

9
10

11

13
12

⑥ 学習項目
実施項目の一覧が表示されています。

⑦ 必須症例ポイント
設定されている必須症例ポイントが［ 自験 ］［ 介助 ］［ 見学 ］ごとに表示されて
います。

⑧ 学生・臨床研修歯科医 氏名・症例ポイント
学生・臨床研修歯科医の氏名が表示されています。
また分類ごとに実施した症例ポイントが表示されています。

⑨ 総計
全ての実施項目の症例ポイントを合計したものが表示されています。

⑩ 必須合計 
必須項目に対する症例ポイントの合計が表示されています。
必須合計は、あらかじめ設定されている各実施項目の必須症例ポイントの上限を超え
て加算されません。

⑪ 大項目名

⑫ 中項目名

⑬ 小項目名

2
STEP



22

［ 学年 ］のドロップダウンリストからご覧になりたい学年を選択します。なおデフォルトでは［ 本年度の学生・臨床研修歯科医の学年 ］が表示 

されています。またこの機能のご利用は、学年が複数登録されている必要があります。あらかじめご了承ください。

［ 所属グループ ］のドロップダウンリストから絞り込み検索を行いたい学生・臨床研修歯科医に設定されているグループを選択します。

デフォルトでは、STEP［ 2 ］で選択した［ 学年 ］の［全て］のグループが選択されています。

なおこのグループは、先生方でも個別に設定することができます。その設定方法は、40ページにある［ 15.  グループを設定する ］の項目をご覧

ください。

［ 期間 ］のカレンダーアイコンをクリックしてご覧になりたい期間の開始日と終了日を設定します。なおデフォルトでは、あらかじめシステム

側で設定した本年度の期間が表示されています。

3
STEP

4
STEP

5
STEP

カレンダー表示の変更方法について

［ 年度を変更する ］ 
1.日付表示の上部にある［ 年月度表示 ］をクリックし、［ 月度表示 ］に切り替えます。

2.月度表示上部にある［ 年度表示 ］をクリックし、［ 年度一覧表示 ］に切り替えます。

3.該当する年度をクリックします。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

4.その後の操作は、下記の［ 月度を変更する ］の 2以降の操作をご覧ください。

［ 月度を変更する ］
1.日付表示の上部にある［ 年月度表示 ］をクリックし［ 月度表示 ］に切り替えます。

2.該当する月度をクリックし、［ 日付表示 ］に切り替えます。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

3.その後の操作は、下記の［ 日付を変更する ］をご覧ください。

［ 日付を変更する ］
1.日付表示の該当する日付をクリックします。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

Point
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［ 検索 ］をクリックすると選択した診療科目・学年・グループなど個々に選択した範囲での実施状況が表示されます。

一覧で表示できる人数は 3人までです。

画面右上に表示されている［ 次へ→ ］をクリッ

クすると次の画面に移動することができます。

また前の画面に戻るには、画面左上に表示され

ている［ ←戻る ］をクリックしてください。

 便利な表示方法 
一覧表示の場合でも表示項目が多く見にくい

ことがあります。

［ 全画面表示 ］をクリックするとすべての

学生・臨床研修歯科医の一覧を全画面で 

見ることができるようになります。

 便利な利用方法 
［ 全画面表示 ］画面にて、すべての項目を 

選択した後コピーを行い、Excelなどの表計算

ソフトのシートに貼り付けて利用することがで

きます。

・windowsの場合

1.［ Control ］+［ A ］にてすべての項目を選択 

2.［ Control ］+［ C ］にてコピー

3. Excelシートの任意のセルを選択後 ［ Control ］+［ V ］で貼り付け

・Macの場合

1.［ Command ］+［ A ］にてすべての項目を選択 

2.［ Command ］+［ C ］にてコピー

3. Numbersシートの任意のセルを選択後 ［ Commandl ］+［ V ］にて貼り付け

実施項目のデータ量によって、一覧表を生成する時間は変わります。

そのためデータ量が多くなってくると一覧表が表示されるまで多くの時間を要することがあります。あらかじめご了承ください。

また一覧表示は通信回線の速度にも影響されます。そのため、通信状態の良い環境にてサーバーに接続するように心がけてください。

 ホーム画面に戻るには
ホーム画面に戻るには画面左上にある［ホーム］タブ、もしくは右上にある［ ホーム ］アイコン、画面左下にある［ ホームへ戻る ］の何れかの個所をクリック

します。

6
STEP

Point

※画面はNumbersを用いた場合

ペーストすべてを選択してコピー

Cation



 承認したデータの削除を行う（主任指導歯科医 削除権限付の方のみ）
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この章では、誤って承認してしまった実施項目データの削除方法を記述しています。この機能は、主任指導医削除権限付の方のみ
ご利用いただくことができます。あらかじめご了承ください。
なお、学生や臨床研修医の方から指導歯科医の先生へ連絡があった場合や指導歯科医の先生が間違いに気がついた場合の対応に
ついては、お手数ですが管理者の先生までご連絡いただけますようお願い申し上げます。

eログブックは、指導歯科医の先生との学生や臨床研修歯科医の方の相互コミュニケーションに基づき実施した記録を蓄積することが一つのコンセプト

となっています。しかしながらどうしても誤って実施項目を承認することもあるため、その場合のみ承認データを削除できる方法があります。

承認済実施項目データを削除される場合は、学生や臨床研修歯科医の方の同意を得てから実行していただくことをお勧めいたします。

また一度削除された承認済実施項目データは元に戻すことができないため、削除操作は、慎重に行っていただけますようお願い申し上げます。

インターネットブラウザを起動し https://e-logbook.jp に接続後、［ ユーザ ID ］［ パスワード ］を用いてログインします。

なお、ご利用いただけるインターネットブラウザに制限はありません。また、臨床実習と臨床研修では使用する IDが異なります。ご注意ください。

［ ユーザ ID ］もしくは［ パスワード ］が間違っている場合
［ 無効なユーザ ID ］もしくは［ パスワードの不一致 ］をお知らせするメッセージが表示されます。

その際は［ ユーザ ID ］と［ パスワード ］を再度ご確認いただき、再入力してください。

［ ユーザ ID ］と［ パスワード ］が分からなくなったら
［ ユーザ ID ］もしくは［ パスワード ］が分からなくなった場合、システム管理者の先生までご連絡してください。

ご連絡後、パスワードは初期化され "仮 "パスワードが発行されます。その後、5ページの［ 2.パスワードを変更する ］の手順を実行してください。

［ 個人別実習状況確認 ］の欄にある［ 実習履歴を削除する ］をクリックします。

Point

1
STEP

8.  承認済の実施項目データを削除する

2
STEP



承認データの削除画面の構成は以下の通りです。検索ボックスに様々な条件を入れ該当データを検索します。

検索結果一覧 表示について

ページ移動ボタンについて

 承認データ削除 画面について

2

1

3

4

5

6

1.検索ボックス
［ ユーザ ID ］
学生や臨床研修歯科医の方のユーザ
IDを用いる際に使用します。

［ 氏名 ］
学生や臨床研修歯科医の方のご氏名を
用いる際に使用します。

［ 所属診療科・部 ］
所属診療科・部を用いる際に使用します。

［ 学年 ］
学生や臨床研修医の方が登録されてい
る学年を用いる際に使用します。

［ 指導医 ］
学生や臨床研修歯科医の方が実施データ
登録時に記録した指導歯科医の先生を
用いる際に使用します。

［ 承認指導歯科医 ］
承認時の指導歯科医の先生を用いる際
に使用します。

［ 大項目 ］［中項目］［小項目］
実施項目名（実習項目名・研修項目名）
を用いる際に使用します。

［ 分類 ］
［ 自験 ］［ 介助 ］［ 見学 ］の分類を用いる
際に使用します。

［ 症例番号 ］
学生や臨床研修歯科医の方が登録時に
記録した症例番号を用いる際に使用し
ます。

［ 実施日 ］
学生や臨床研修歯科医の方が登録時に
記録した実習日・研修日を用いる際に
使用します。

［ 実施時間帯 ］
学生や臨床研修医が登録時に記録した
実習時間帯や研修時間帯を用いる際に
使用します。

［ 承認状況 ］
［承認済］［未承認］［差し戻し］の状況
を用いる際に使用します。

2.検索
検索結果を表示する際に使用します。

3.削除
データを削除する際に使用します。

4.検索結果一覧
検索された実施データが表示されてい
ます。

5.ページ移動
検索結果一覧の次のページに移動する
際に使用します。

6.ホームへ戻る
ホーム画面に戻る際に使用します。

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
⑦ 選択チェックボックス
削除するものにチェックを入れて使用
します。

⑧ 実施日
臨床実習や臨床研修を行った日が表示
されています。

⑨氏名＜ユーザ ID＞
学生や臨床研修歯科医の方のご氏名が
表示されています。

⑩ 所属診療科・部
臨床実習や臨床研修時に記録されてい
る診療科目名が表示されています。

⑪ 学年
学生や臨床研修歯科医の方が登録され
ている学年が表示されています。

⑫ 指導医
臨床実習や臨床研修時に記録されている
診療科目名が表示されています。

⑬ 承認指導医
臨床実習や臨床研修の承認時に承認を
いただいた指導歯科医の先生のご氏名
が表示されています。

⑭ 大項目
臨床実習や臨床研修時に記録されてい
る実施項目の大項目名が表示されてい
ます。

⑮ 中項目
臨床実習や臨床研修時に記録されてい
る実施項目の中項目名が表示されてい
ます。

⑯ 小項目
臨床実習や臨床研修時に登録した際に
記録した実施項目の大項目名が表示さ
れています。

⑰ 分類
臨床実習や臨床研修時に登録した際に
記録した［ 自験 ］［ 介助 ］［ 見学 ］の分
類が表示されています。

⑱ 症例番号
臨床実習や臨床研修時に登録した際に
記録した症例番号が表示されています。

⑲ 承認状況
臨床実習や臨床研修時に登録した際に
記録した［ 未承認 ］［ 承認 ］［ 差戻し ］
の分類が表示されています。
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⑳ 先頭ページへ移動
先頭ページに移動します。

 前ページへ移動
前のページに移動します。

 検索ヒット数
検索した件数が表示されています。

 表示件数
現在のページでの表示件数が表示され
ています。

 ページ数
現在のページ数が表示されています。
また、リストの中からページ数を選択
するとそのページへ移動します。

 ページ総数
ページ総数が表示されています。

 次ページへ移動
次のページへ移動します。

 最終ページへ移動
最終ページへ移動します。

25
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承認済データの削除を行いたい学生や臨床研修歯科医の方の［ 氏名 ］もしくは［ ユーザ ID ］などの検索条件を入力します。

次に［ 検索 ］をクリックし、該当データを表示させます。
※所属診療科・部や指導医歯科医など各検索条件を絞り込んで検索する方法は以下の手順をご覧ください。

 診療科を絞り込んで検索するには
［ 所属診療科・部 ］をクリックし、リストから検索を行いたい診療科名を選択します。次に［ 検索 ］をクリックすると該当するレコードが表示されます。

 登録時の指導歯科医や承認された指導歯科医を絞り込んで検索するには
1. ［ 所属診療科・部 ］をクリックし、リストから指導歯科医の先生が所属されている診療科名を選択します。

2. ［ 指導医 ］もくしは［ 承認歯科医 ］のリストがアクティブに変わり、リストの中から該当する先生のご氏名を選択してください。

次に［ 検索 ］をクリックすると該当するレコードが表示されます。

※［ 所属診療科 ･部 ］が［ 全て ］になっている場合、指導医・承認指導医のリストがアクティブにならないため、選択することができません。ご注意ください。

 実施項目（実習項目・研修項目）を絞り込んで検索するには
1. ［ 所属診療科・部 ］のリストから診療科を選択します。

2. ［ 大項目 ］のリストの中から該当する項目を選択します。

3
STEP
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3. ［ 中項目 ］のリストの中から該当する項目を選択します。

4. ［ 小項目 ］のリストの中から該当する項目を選択します。次に［ 検索 ］をクリックすると該当するレコードが表示されます。

※ 各項目の中に該当するものがない場合、一つ上の項目を再選択してください。項目の詳細が不明な場合、お手数ですが管理者の先生にご連絡ください。

※［ 所属診療科 ･部 ］の選択時、［ 全て ］を選択した場合、リストがアクティブにならないため選択することができません。ご注意ください。

 自験・介助・見学の分類を絞り込んで検索するには
［ 分類 ］をクリックし、リストの中から該当する項目を選択します。次に［ 検索 ］をクリックすると該当するレコードが表示されます。

 症例番号を絞り込んで検索するには
［ 症例番号 ］をクリックし、リストの中から該当する項目を選択します。次に［ 検索 ］をクリックすると該当するレコードが表示されます。

 臨床実習・臨床研修時の実施時間を絞り込んで検索するには
［ 実施時間帯 ］をクリックし、リストの中から該当する項目を選択します。次に［ 検索 ］をクリックすると該当するレコードが表示されます。

 承認状況を絞り込んで検索するには

［ 承認状況 ］をクリックし、リストの中から該当する項目を選択します。次に［ 検索 ］をクリックすると該当するレコードが表示されます。
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実施日を絞り込んで検索するには

1. ［ 実施日 ］の左のテキストボックス横にあるカレンダーアイコンをクリックし検索を行いたい期間の開始日を選択するか、またはテキストボックスに日付を

入力します。

2. ［ 実施日 ］の右のテキストボックス横にあるカレンダーアイコンをクリックし、検索を行いたい期間の終了日を選択するか、またはテキストボックスに日付

を入力します。次に［ 検索 ］をクリックすると該当するレコードが表示されます。

※ カレンダーを用いた日付の選択方法は次の［ カレンダー表示の変更方法 ］をご覧ください。

カレンダー表示の変更方法について

［ 年度を変更する ］ 

1. 日付表示の上部にある［ 年月度表示 ］をクリックし、［ 月度表示 ］に切り替えます。

2. 月度表示上部にある［ 年度表示 ］をクリックし、［ 年度一覧表示 ］に切り替えます。

3. 該当する年度をクリックします。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

4. その後の操作は、下記の［ 月度を変更する ］の 2以降の操作をご覧ください。

［ 月度を変更する ］

1. 日付表示の上部にある［ 年月度表示 ］をクリックし［ 月度表示 ］に切り替えます。

2. 該当する月度をクリックし、［ 日付表示 ］に切り替えます。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

3. その後の操作は、下記の［ 日付を変更する ］をご覧ください。

［ 日付を変更する ］

1. 日付表示の該当する日付をクリックします。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。
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表示されたレコードの中から該当するすべてのレコードにチェックを入れます。

※ 間違った場合は、チェックした個所を再度クリックすると選択が解除されます。

表示された項目すべての選択する場合は表の

最上部にあるチェックボックスをクリックして

ください。

［ 削除 ］をクリックします。次に表示されている内容を確認します。

削除データの記録を手元に残したい場合

削除確認画面にて、すべてを項目を選択

した後コピーを行い、Excelなどの表計

算ソフトのシートに貼り付けて利用する

ことができます。

・windowsの場合

1.［ Control ］+［ A ］にてすべての項目を選択 

2.［ Control ］+［ C ］にてコピー

3. Excelなどのシートの任意のセルを選択後 ［ Control ］+［ V ］で貼り付け

・Macの場合

1.［ Command ］+［ A ］にてすべての項目を選択 

2.［ Command ］+［ C ］にてコピー

3. Numbersなどのシートの任意のセルを選択後 ［ Commandl ］+［ V ］にて貼り付け

内容に間違いがなければ［ 削除 ］をクリックし、次に表示される画面にある［ 閉じる ］をクリックします。

もしも、内容が間違っている場合は、［ キャンセル ］をクリックして前の画面に戻り、再度検索およびデータの選択を行ってください。

なお、削除したログは記録していますが、一度削除したデータは復活させることができません。そのため削除は慎重に行っていただけますよう 

お願い申し上げます。

4
STEP

Point

5
STEP

Point

※画面は Excelを用いた場合

ペーストすべてを選択してコピー

6
STEP



 臨床研修の修了時判定を行う（臨床研修ご利用時のみ）

この章では、臨床研修修了時における研修歯科医の自己判定状況の確認方法および担当指導歯科医の修了時判定やプログラム管理者
の先生が行う判定結果の確認方法を記述しています。

修了時判定を行うには、あらじめシステム側で設定された評価ブロックの期間内にて先に臨床研修歯科医が自己判定を行うことが必要となります。

研修歯科医の自己判定が確定された後、担当指導歯科医の先生が修了時判定を行います。修了時判定の結果は管理委員会の先生のみならず、すべての指導

歯科医の先生もご覧いただくことができます。なお管理委員会などの先生は、最終的に修了時判定の確認の際、症例数不足など判定内容に不備があると判

断した場合、確定評価を解除し指導歯科医の先生の差し戻して再度修了時判定を依頼することもできます。

9.  修了時判定の流れについて

ログイン臨床研修歯科医 修了時判定の選択 自己修了時判定（一次）の確定

指導歯科医
（ご担当される臨床研修歯科医がいる場合）

修了時判定について
指導歯科医の先生は、ご担当される研修歯科医が評価ブロック
ごとに到達目標に対して自己判定した結果や行動目標に関連づ
けられた研修状況を確認しながら修了時判定を行います。
※ご担当される臨床研修歯科医の方と指導歯科医の先生が関連づけら
れていない場合、修了時判定を行うことができません。あらかじめ
ご了承ください。

① 担当研修歯科医の自己評価状況を確認する
評価ブロックの期首を迎えると研修歯科医の方は自己評価
を行うことができるようになります。自己判定が確定した後、
評価のステータスが［ 未入力 ］から［ 自己評価確定 ］に
変わり、担当指導歯科医の先生の修了時判定が行える状態
になります。

② 修了時判定を行う（2次）
修了時判定は、臨床研修歯科医の自己評価結果と到達目標と
行動目標に関連づけられた実施項目の実施状況を確認しな
がら、行動目標単位で行います。
修了時判定は判定しなければならない項目が多いため、一時
保存しながら複数回に分けて判定を行うこともできます。
また［ 確定する ］をクリックすると判定結果を提出すること
ができます。
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① 各指導歯科医が判定した結果を確認する
一覧表に指導歯科医の先生が行った最新の評価ブロックの
終了判定結果が表示されています。すべての判定結果を確
認し、問題がなければ終了となります。

もし判定内容に不備がある場合は確定を解除し、指導歯科医
の先生へ判定を差し戻すこともできます。
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③ 修了時判定状況について
指導歯科医の先生が行った修了時判定が確定された後、評価
状況一覧表のステータスが［ 自己評価確定 ］から［ 評価済 ］
に変更されます。また指導歯科医の先生の判定結果は、他の
指導歯科医およびプログラム管理者の先生もご覧いただくこと
ができます。

管理委員会など 修了時判定結果確認について
プログラム管理者の先生は、指導歯科医の修了時判定確定後、
評価結果を確認します。
症例数などに不備があり、終了判定基準に満たない場合は、
確定された判定を解除し、 指導歯科医の先生に差し戻すこと
もできます。

修了時判定を指導歯科医に差し戻す場合
臨床研修歯科医の氏名欄をクリックして評価ブロックごとの
結果一覧表示を表示させます。
［ 基本習熟コース ］もくしは［ 基本習得コース ］の個所に
ある［ 確定を解除 ］をクリックすると評価表のステータス
が［ 評価済 ］から［ 評価中（解除） ］に変更され、再判定
が行えるようになります。

修了時判定の再評価
②に戻り再度修了時判定を行いいます。



臨床研修でのご利用の場合のみ、発行されたユーザ IDの権限以外に臨床研修修了時の判定を行うために指導歯科医の先生方と担当される臨床研修歯科医の

方との関連づけが行われています。なお関連づけされている臨床研修歯科医がご不明な場合な際は、お手数ですが管理者の先生までお尋ねください。

区分 項目 ボタン名称 機能 指導歯科医
（外部） 指導歯科医 主任指導歯科医 主任指導歯科医

（削除権限付）

臨床研修 基本習熟コース・基本習得コース

担当当臨床研修医評価状況

臨床研修歯科医の自己判定状況を確認する × ○※1 ○※1 ○※1

自己判定後、指導歯科医の修了時判定を行う × ○※1 ○※1 ○※1

研修医評価結果

修了時判定の結果を閲覧する × ○ ○ ○

終了時判定の結果を指導歯科医に差し戻す × ○※ 2 ○※ 2 ○※ 2

※ 1　ご担当される臨床研修歯科医がおられる指導歯科医の先生のみが対象となります。　※ 2　プログラム管理者などの上位権限をお持ちの指導歯科医の先生のみが対象となります。

インターネットブラウザを起動し https://e-logbook.jp に接続後、［ ユーザ ID ］［ パスワード ］を用いてログインします。

なお、ご利用いただけるインターネットブラウザに制限はありません。

［ ユーザ ID ］もしくは［ パスワード ］が間違っている場合
［ 無効なユーザ ID ］もしくは［ パスワードの不一致 ］をお知らせするメッセージが表示されます。

その際は［ ユーザ ID ］と［ パスワード ］を再度ご確認いただき、再入力してください。

［ ユーザ ID ］と［ パスワード ］が分からなくなったら
 ［ ユーザ ID ］もしくは［ パスワード ］が分からなくなった場合、システム管理者の先生までご連絡してください。

ご連絡後、パスワードは初期化され "仮 "パスワードが発行されます。その後、8ページの［ 2.パスワードを変更する ］の手順を実行してください。

基本習熟コース・基本習得コースの項目にある［ 担当研修医評価状況 ］をクリックします。

右のような画面表示の場合、臨床研修歯科医

の方と関連づけられていません。

［ ホームへ戻る ］をクリックしてホーム画面に

戻ってください。

指導歯科医の権限について

10.  ログインする

1
STEP

1
STEP

11.  担当臨床研修歯科医の修了時判定状況を確認する

Point
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担当研修歯科医評価結果画面の構成は、縦列に担当されている臨床研修歯科医が、横列に評価ブロックごとの自己判定状況が基本習熟コース・基本習得コース

別に表示されています。

指導歯科医の先生が修了時判定を行うには、先に臨床研修歯科医の方の自己判定が必要となります。

評価ブロックの中のステータスにより、研修歯科医の方や指導歯科医の先生が行った修了時判定の状況を判断することができます。

［ 未入力 ］ 臨床研修歯科医の方が自己評価を行っておらず指導歯科医の先生は修了時判定を行うことができない状態です。そのため評価ブロック期間内 

 に自己判定を完了するようご指導してください。

［ 入力中 ］ 臨床研修歯科医の方が自己評価を行っており、一次保存している状態です。ただし指導歯科医の先生は修了時判定を行うことができない状態 

 となっています。そのため評価ブロック期間内に自己判定を完了するようご指導してください。

［ 自己評価確定 ］ 臨床研修歯科医の方の自己判定が終了した状態です。指導歯科医の先生が修了時判定を行うことができる状態になっています。

［ 評価中 ］ 指導歯科医の先生が修了時判定を行い、一次保存している状態です。

［ 評価中（解除） ］ 一度指導歯科医の先生の修了時判定が終了し、何らかの原因により管理委員会などの先生から再判定のため差し戻された状態です。

［ 評価済 ］ 指導歯科医の先生の修了時判定が終了した状態です。

基本習熟コース・基本習得コースの項目にある［ 担当研修医評価状況 ］をクリックします。

次に修了時判定を行う臨床研修歯科医の評価ブロックにある［ 自己評価確定 ］または［ 評価中 ］［ 評価中（解除） ］の個所をクリックします。

担当臨床研修歯科医評価状況 画面について

① 担当臨床研修歯科医氏名
ご担当される臨床研修歯科医のご氏名が表示されています。

② 評価ブロック
修了時判定を行う期間が表示されてます。
評価ブロックは 1回以上設定されています。

③ 判定状況 1（ 基本習熟コース ）
臨床研修歯科医の方の［ 基本習熟コース］の到達目標・行動目標に対する自己判定の
状態が表示されています。

④ 判定状況 2（ 基本習得コース ）
臨床研修歯科医の方の［ 基本習得コース ］の到達目標・行動目標に対する自己判定の
状態が表示されています。

臨床研修歯科医の自己修了時判定が未終了の状態 臨床研修歯科医の自己修了時判定が終了した状態

2
STEP

2
STEP

指導歯科医の修了時判定が未終了の状態 指導歯科医の修了時判定が終了した状態

2
STEP

1
STEP

12.  担当臨床研修歯科医に対する修了時判定を行う（ 2次判定 ）
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修了時判定にて用いるコース評価の画面構成は以下のようになっています。

担当指導歯科医の先生の修了時判定では、臨床研修歯科医の自己判定結果や行動目標に関連づけられた実施項目の研修状況を確認しながら症例数の確認や

調整を行い習得度を評価します。また判定した行動目標の症例数は、到達目標の総症例数として合計されます。

なお最終的な修了時判定は、担当指導医の先生が判定した後に管理委員会などの確認をもって判定されます。

指導歯科医判定入力画面について

評価ブロック一覧画面について

評価状況一覧 画面について

コース評価 画面について

1

3

5

6

2

4

7 8

1.情報
［ 氏名 ］
選択した臨床研修歯科医の氏名が表示
されています。

［ 評価コース名 ］
選択した評価コース名が表示されて 
います。

［ 評価ブロック ］
現在の評価ブロック期間が表示されて
います。

2.コメント
コメントを残したい場合など備考欄的
に使用したい時に使用します。

3.指導歯科医 評価入力
到達目標に関連づけられた行動目標に
対して、臨床研修歯科医が自己判定し
た結果や研修結果を確認しならが症例
数を判定する際に使用します。

4.折りたたみメニュー
評価ブロック判定一覧表や研修状況 
一覧表を展開する際に使用します。
［ ▼ ］のボタンを押すと一覧表が展開
されます。

5. 評価ブロック一覧
各評価ブロックと臨床研修歯科医および
指導歯科医の判定結果が一覧表示され
ています。

6. 評価状況一覧
行動目標と関連づけられた実施（研修）
項目の状況が一覧表示されています。

7. 保存する
修了時判定を一時保存する際に使用
します。

8. 確定する
修了時判定を確定する際に使用します。

⑨ 到達目標名
到達目標名が表示されています。

⑩ 行動目標名
行動目標名が表示されてます。

⑪ 研修医の総評価症例数
臨床研修歯科医が行動目標に対して自己判定した症例数の合計が到達目標に対する 
最低症例数ととも表示されています。

⑫ 指導医の総評価症例数
指導歯科医が行動目標に対して判定した症例数の合計が到達目標に対する最低症例
数ととも表示されています。
なお、この項目はデフォルトでは表示されておらず 2度目の判定時もしくは 1時保
存した後から表示されます。ご注意ください。

⑬ 研修医症例数
臨床研修歯科医が行動目標に対して自己判定した症例数が表示されています。

⑭ 指導医症例数
指導歯科医が行動目標に対して自己判定した症例数が表示されています。
修了時判定の際［ 6.評価状況一覧 ］の結果を確認しながら症例数を判定します。

13109

1211 14

⑮ 評価ブロック
設定されている評価ブロック期間が表示されています。
⑯ 臨床研修歯科医判定履歴
評価ブロックごとに臨床研修歯科医の方が行動目標に対して自己判定した症例数が表
示されています。

⑰ 研修歯科医判定履歴 
評価ブロックごとに指導歯科医が行動目標に対して判定した症例数が表示されています。

15 1716

⑱ 実施（研修）項目名
行動目標に関連づけられた実施（研修）項目が一覧表示されています。

⑲ 症例種別
行動目標と関連づけられたそれぞれの実施項目には症例数を判定する際に必須となる
ものと参考値として任意となるものがあり、その種別が表示されています。

⑳ 必須症例
修了時判定の際、最低必要量となる症例数が表示されています。

 実施状況
現在までの臨床研修の実施状況が表示されています。
デフォルトでは必須項目となっているもので最も低い実施数が行動目標の症例数とし
て［⑫ 指導医症例数 ］に表示されています。

18 19 20 21
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判定したい行動目標まで画面をスクロールします。次に［ ▼評価状況 ］をクリックして関連づけられている実施（ 研修 ）項目を表示させます。

評価状況一覧表に記載されている実施数を確認した後、指導医症例数に表示されている症例数を確認します。

この際、評価状況表の実施数や実施した症例の難易度などを参考に症例数を調整することができます。

なお症例数の調整方法は、テキストボックスをクリックした後、半角数字を用いて症例数を入力します。

テキストボックスの入力文字が半角数字でない場合、右のようなメッセージが表示されます。

その際、テキストボックスをクリックし半角数字を用いて再入力を行ってください。

症例数の表示について

• デフォルトで表示されている症例数は、評価状況表に記載されている必須項目の一番小さい実施数が

表示されています。

• 実施項目には必須のものと任意のものがあります。症例数を判定される際、任意項目の実施数も参考

にしてください。

過去の終了時判定の結果を見るには

過去の修了時判定結果を見るには、［ ▼評価ブロック ］をクリックして評価ブロック一覧を展開表示させます。

評価ブロックの中に表示されている研修医の項目には、その評価ブロック中に臨床研修医の方が自己判定された症例数が表示されています。

また指導医の項目には、その評価ブロックで指導歯科医の方が判定された症例数が表示されています。

STEP［ 2 ］～［ 3 ］を繰り返し行い、すべての行動目標に対して症例数の判定を行います。

必要に応じて、判定した理由などのコメントを記入します。コメント欄をクリックし、コメントを入力してください。

2
STEP

3
STEP

Cation

4
STEP

5
STEP



画面下にある［ 確定する ］をクリックすると修了時判定が確定されます。表示メッセージを確認し、間違いがなければ［ OK ］を間違っている

場合は［ キャンセル ］を選択してください。なお確定後、［ 担当研修医評価状況 ］のステータス表示は［ 評価済 ］に変更されます。

指導医総評価症例数について

• 到達目標には習得条件として、［ 総評価症例数 ］が設定されています。

また総評価症例数を集計する条件として、到達目標には行動目標が関連づけられており、それぞれ［ 必須症例数 ］と［ 評価グループ ］が設定されています。

［ 必須症例数 ］とは、その行動目標を習得するために最小限必要な症例数のことです。

［ 評価グループ ］とは、同じグループ内の行動目標においてそれぞれ 1症例を行ったとして判定された場合に総評価症例数が 1症例として集計されるよう設定

されているものです。

例として、右図の評価グループ 1に設定されている［ コミュニケーション・スキルを実践する ］［ 病歴

（主訴、現病歴、既往歴及び家族歴）の聴取を的確に行う ］は、それぞれ 1症例を行ったとして判定さ

れた際に総評価症例数が 1症例として集計される設定となっています。

またグループ 2～ 8に設定されている行動目標は、総評価症例数がそれぞれ個別に集計されるように

設定されています。

• 到達目標がシステム的に習得となるためには、それぞれの行動目標の判定された症例数が設定されて

いる必須症例数を超え、かつその合計が総評価症例数を超えることが必要となります。

総評価症例数は、指導歯科医の先生の判定が確定

されるか、一次保存するまで再計算されない仕様と

なっています。

そのため誠にお手数ですが、総評価症例数を判定時

に事前にご確認いただく際は、確定前に一時保存い

ただき各到達目標に表示されている指導医総評価

症例数をご確認ください。

指導医総評価症例数や評価グループの設定を見るためには

確定後にその判定結果を確認する場合や総評価症例数や必須症例数や評価グループの設定詳細を確認する場合は、トップページにある［ 研修医評価結果 ］から 

その内容をご覧ください。

6
STEP

※この画面はマスタ設定画面のため、一般の権限ではご覧いただく
ことかできません。あらかじめご了承ください。

Cation
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修了時判定の際、症例数の確認が必要となる行動目標も多くあるため、判定を一時保存することができます。一時保存する際は、画面下にある［ 保存する ］

をクリックします。一時保存すると［ 担当研修医評価状況 ］のスタースが［ 評価中 ］に変更され、到達目標に設定されている総評価症例数の合計も更新

されます。なお一時保存されたものを再判定する場合は、STEP［ 1 ］の手順から行ってください。

評価画面の下にある［ ホームへ戻る ］ボタンをクリックすると判定をキャンセルし、ホーム画面に戻ります。

そのためそれまで行ってきた判定は一時保存されていません。あらかじめご注意ください。

補足　修了時判定の一時保存方法

Cation
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基本習熟コース・基本習得コースの項目にある［ 研修医評価結果 ］をクリックします。

指導歯科医の方が判定された結果一覧画面の構成は以下のようになっています。

横に臨床研修医のご氏名が、基本習熟コース・基本習得コースの評価ブロックの状況や最新の判定症例数の結果が表示されています。

評価ブロック一覧画面について

習得状況一覧画面について

画面を下にスクロールしながら各到達目標および行動目標の習得状況を確認します。

1
STEP

13.  各指導歯科医が判定した結果を確認する

評価結果一覧 画面について

1

6

4

5

2

2

3

1.臨床研修期間
臨床研修期間が表示されています。

2.次へ
次の臨床研修医の一覧画面に移動します。

2.臨床研修歯科医氏名
臨床研修歯科医名が表示されています。

3.評価ブロック判定状況一覧
コース名と評価ブロックごとの判定状況が表示されています。

5.習得状況一覧
指導歯科医の方が判定した最新の症例数が表示されています。

5.ホームに戻る
ホーム画面に戻る際に使用します。

8

6

7

⑥ 基本習熟コース 評価ブロック
基本習熟コースの評価ブロック期間が表示されています。

⑦ 基本習得コース 評価ブロック
基本習得コースの評価ブロック期間が表示されています。

⑧ 判定状況 
評価ブロックごとに臨床研修医および指導歯科医の方が判定した状況が表示されて
います。

9 13

14

12

10

11

⑨ コース名称
⑩ 到達目標名
⑪ 行動目標名
⑫ 評価グループ
総評価症例数を合計する際、必要となる各行動目標に関連づけられた評価グループ名
が表示されています。ここで同じグループ名が表示されているものは、それぞれ 1症例
を行ったとして判定された場合に総評価症例数が 1症例として集計されるように設定
されているものです。

⑬ 到達目標の習得状況
指導歯科医の総評価症例数の最新状況が表示されます。
また症例数が達成された場合［ 習得 ］が表示されます。

⑭ 行動目標の習得状況
指導医歯科医が判定した最新の症例数が最低必要症例とともに表示されます。

2
STEP



一覧で表示できる人数は 5人までです。

画面右上に表示されている［ 次へ→ ］をクリッ

クすると次の画面に移動することができます。

また前の画面に戻るには、画面左上に表示され

ている［ ←戻る ］をクリックしてください。

評価ブロックごとの判定結果を見るには

臨床研修歯科医別に評価ブロックごとに判定結果を確認することができます。評価ブロックごとに確認するには臨床研修歯科医のご氏名の部分をクリック

します。なお前のページに戻るには、画面上の［ 研修医評価結果一覧 ］の個所をクリックしてください。

 ホーム画面に戻るには
ホーム画面に戻るには画面左上にある［ホーム］タブ、もしくは右上にある［ ホーム ］アイコン、画面左下にある［ ホームへ戻る ］の何れかの個所をクリック

します。

再評価を実施する臨床研修歯科医の氏名をクリックします。次に［ 確定解除 ］をクリックするとステータスが［ 評価中（解除） ］に変更されます。

評価が解除されると［ 担当研修医評価状況 ］のステータスが［ 評価（ 解除 ） ］に変更され、再度担当指導医の方が修了時判定を行える状態になります。

再判定の際、33ページの［12.  担当臨床研修歯科医に対する修了時判定を行う（ 2次判定 ） ］の STEP［ 1 ］～［ 6 ］の手順を行ってください。

Point

1
STEP

14.  指導歯科医が判定した結果を差し戻す

Point

39



 その他の機能について（グループ管理・お知らせ発行）

40

この章では、承認済データの確認の際などにご利用いただけるグループ管理機能などの操作方法を解説しています。

グループ管理とは、承認済データ確認時にグループ別に選択できる機能です。
すべての指導歯科医の先生方で学生や臨床研修歯科医の方を独自でグルーピングの設定を行うことができます。
また設定したグループは作成された先生のみご利用いただけます。

［ グループ管理 ］の欄にある［ グループ設定 ］をクリックします。次に［ 新規作成 ］をクリックします。

［ グループ名  ］のテキストボックスをクリックし、任意のグループ名を入力します。

なお識別コードは任意の設定となっており、必要に応じて半角英数字を用いて設定してください。

・ グループ名に使用できる文字数は 100文字以内です。文字数制限を超えると右のようなメッセージが表示されます。

その際は、再度グループ名を入力してください。

・ 識別コードとは、グループの並びを優先的に決定するコードとなります。

また識別コードがない場合の並び順は、五十音（文字コード）順となります。

なお、識別コードは重複するものは設定することができません。

右のようなメッセージが表示された場合は、再度異なる識別コードを入力してください。

表示された内容を確認し、間違いがなければ［ 確認 ］をクリックした後、［ 閉じる ］をクリックしてください。

もし、間違いがあれば［ キャンセル ］をクリックして前の画面に戻り、再度グループ名を入力してください。

作成したグループに学生・臨床研修歯科医の方を割り付けるため、設定したグループ名をクリックします。

その後［ ユーザ追加 ］をクリックします。

15.  グループを設定する

1
STEP

2
STEP

Cation
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ユーザ追加設定画面の構成は以下の通りです。設定の際、学生・臨床研修歯科医を検索した後、グループに追加します。

検索結果一覧 表示について

ページ移動ボタンについて

［ ロール ］をクリックし、［ 受講者 ］を選択します。

学生や臨床研修医の方がマスタ登録されている［ 学年 ］や［ 年代 ］が分かっている場合の検索方法
1. ［ 部門名 ］の個所にある［ 選択 ］をクリックします。

※ マスタ設定によっては［ 下部門も含む ］にチェックが入っていないと上手く検索できない場合があります。ご注意ください。

2.  該当する学年もしくは年代の個所にあるラジオボタンクリックします。

3. ［ 検索 ］をクリックします。

ユーザ追加設定 画面について

1.検索ボックス
［ 部門名 ］
学生や臨床研修歯科医の方がマスタ
登録されている学年や年度などの部門名
を用いる際に使用します。

［ ユーザ ID ］
学生や臨床研修歯科医の方のユーザ
IDを用いる際に使用します。

［ ロール ］
学生や臨床研修歯科医の権限設定を用
いる際に使用します。

［ 氏名 ］
学生や臨床研修医の方のご氏名を用い
る際に使用します。

※ 以下の条件は今回は使用いたしません。
あらかじめご了承ください。

［ 所属グループ数 ］
［ メールアドレス ］
［ 属性  ］
［ ランク ］
［ 検索キー ］

2.検索
検索結果を表示する際に使用します。

3.選択したユーザを追加
ユーザを追加する際に使用します。

4.検索結果一覧
検索されたデータが表示されています。

5.ページ移動
検索結果一覧の次のページに移動する
際に使用します。

6.ホームへ戻る
ホーム画面に戻る際に使用します。

6.ユーザ一覧へ戻る
ユーザ一覧画面に戻る際に使用します。

1

4

5

2

3

6

7 8 9 10 11 12
⑦ 選択チェックボックス
グループに追加する方にチェックを入れて使用します。

⑧ 部門
学生や臨床研修医の方がマスタ登録されている部門名が表示されています。

⑨ ユーザ ID
学生や臨床研修医の方のユーザ IDが表示されています。

⑩ 学年
学生や臨床研修歯科医の方のご氏名が表示されています。

⑪ 所属グループ
システム側で設定された所属グループ番号が表示されています。

⑫ 学年
学生や臨床研修医の方がマスタ登録されている学年もしくは年代が表示されています。

20 2322 24 ⑦ 検索ヒット件数
検索した件数が表示されています。

⑧ 表示件数
現在のページの表示件数が表示されています。

⑨ ページ数
現在のページ数が表示されています。
また、リストの中からページ数を選択するとそのページへ移動します。

⑩ 総ページ数
総ページ数が表示されています。

5
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［ 検索 ］をクリックし、検索レコードを表示させます。

グループに追加する学生もしくは臨床研修歯科医の方の横にあるチェックボックスをすべてクリックします。

次に［ 選択したユーザを追加 ］をクリックすると追加したユーザ名の一覧が表示されます。
※ 間違って選択した場合は、間違った個所のチェックボックスをクリックしてください。

表示された項目すべてを選択する場合は

一覧表の最上部にあるチェックボックス

をクリックしてください。

［ ユーザ管理へ戻る ］をクリックすると設定したユーザ数などが更新されています。

［ グループ管理へ戻る ］もしくは［ ホームへ戻る ］をクリックするとホーム画面に戻ることができます。

・設定したグループのメンバー構成を確認する

には［ グループ名 ］をクリックしてください。

・ 設定したグループは［ 個人別実習状況確認 ］ 

［ 実習項目別集計 ］の所属グループのリストに

追加されています。

また設定後、すぐにご利用いただくことが

できます。

7
STEP

Point

8
STEP

Point

6
STEP



学生や臨床研修歯科医の方を追加するには

1. ［ グループ名 ］をクリックします。

2. ［ ユーザの追加 ］を選択します。その後の操作は、SREP5～ 8と同じ手順で設定してください。

学生や臨床研修歯科医の方を削除するには

1. ［ グループ名 ］をクリックします。

2. リストの中から削除したい学生や臨床研修歯科医の方の横にあるチェックボックスをクリックします。

またすべての方を選択する場合は、一覧表の最上部にあるチェックボックスをクリックしてください。

3. ［ 選択したユーザの削除 ］を選択します。

4. 以下のユーザを削除します ...の画面にて、その内容に間違いがなければ［ 削除 ］をクリックします。

もし間違っている場合は、［ キャンセル ］をクリックして前の画面に戻り、削除対象者を再度選択してください。

5. ［ 閉じる ］をクリックすると更新した内容が表示されます。

グループ名や識別コードを変更するには

1. ［ プロパティ ］をクリックします。

2. 変更するテキストボックスをクリックし、変更するグループ名もくしは識別コードを入力します。

3. ［ 確認 ］をクリックします。

4. 以下の情報で更新しました ...の画面にて、その内容に間違いがなければ［ 設定 ］をクリックします。

もし間違っている場合は、［ 再編集 ］をクリックし、前の画面に戻り、グループ名もしくは識別コードを再入力してください。

5. ［ 閉じる ］をクリックすると変更した内容で更新されています。
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グループを削除するには

1. 削除するグループ名の横にあるラジオボタンをクリックします。

なおグループを選択する際、複数単位での選択はできません。あらかじめご了承ください。

2. ［ 削除 ］をクリックします。

3. 以下のグループを削除します ...の画面にて、その内容に間違いがなければ［ 削除 ］をクリックします。

4. もし間違っている場合は、［ キャンセル ］をクリックして前の画面に戻り、グループを再度選択してください。

5. ［ 閉じる ］をクリックします。

主任指導医削除権限付の先生は、学生や臨床研修歯科医の方および指導歯科医の方などに対してお知らせを発行することができます。
ただし、個人を特定してお知らせを発行することはできません。あらかじめご了承ください。

画面右上にある［ 部門管理 ］をクリックします。次に［ インフォメーション ］をクリックします。

お知らせを発行する部門を選択するため、部門の横にある［ 選択 ］をクリックします。

次に表示されたリストの中から該当する部門の横にあるラジオボタンをクリックします。

なおデフオルトでは、登録されている全員の方がお知らせの対象となっています。学生・臨床研修歯科医や指導歯科医に限定して発行する場合

は部門選択が必須となります。ご注意ください。また、部門名が不明な場合は、お手数ですが管理者の先生まで連絡してください。

［ 新規作成 ］をクリックし、各項目を入力します。その後［ 確認 ］をクリックします。

16.  お知らせを発行する（主任指導医削除権限付の方のみ）

1
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お知らせの入力画面構成は以下の通りです。

タイトルや本文などには文字数制限があります。

右のようなメッセージが表示された場合、メッセージに従い再入力してください。

公開開始日や公開終了日を設定するには

1. 公開開始日や公開終了日の個所にある［ 設定なし ］をクリックし、［ 日付指定 ］を選択します。

2. テキストボックスに日付を入力するか、表示されたカレンダーをクリックして日付を設定します。

カレンダー表示の変更方法について

［ 年度を変更する ］ 

1. 日付表示の上部にある［ 年月度表示 ］をクリックし、［ 月度表示 ］に切り替えます。

2. 月度表示上部にある［ 年度表示 ］をクリックし、［ 年度一覧表示 ］に切り替えます。

3. 該当する年度をクリックします。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

4. その後の操作は、下記の［ 月度を変更する ］の 2以降の操作をご覧ください。

［ 月度を変更する ］

1. 日付表示の上部にある［ 年月度表示 ］をクリックし［ 月度表示 ］に切り替えます。

2. 該当する月度をクリックし、［ 日付表示 ］に切り替えます。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

3. その後の操作は、下記の［ 日付を変更する ］をご覧ください。

お知らせ入力 画面について

① タイトル※

お知らせのタイトルを入力します。100文字以内で設定してください。
② 差出人※

差出人を入力します。100文字以内で設定してください。
③ 公開開始日
公開を開始する日付を設定します。なお設定を行わないこともできます。

④ 公開終了日
公開を終了する日を設定します。なお設定を行わないこともできます。

⑤ 本文※

本文を入力します。4,000文字以内で設定してください。
⑥ 添付ファイル

1MB以内のファイルを添付することができます。
⑦ メール送信
お知らせをメールでも配信することができます。ただし、ユーザマスタ設定時にメールア
ドレスが設定されている必要があります。また公開開始日が設定していない場合か公
開開始日が当日の日付前の場合のみ送信することができます。

⑧ 確認
お知らせを発行する際に使用します。

⑦ キャンセル
お知らせ発行を中断する場合に使用します。

※が付いている項目は必須項目です。
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［ 日付を変更する ］

1. 日付表示の該当する日付をクリックします。

※ 一覧表示を移動させるには画面上部の［ ◀ ］・［ ▶ ］をクリックしてください。

ファイルを添付するには

1. 添付ファイルの欄にある［ ファイルを選択 ］をクリックします。

2. 表示されるメニューの中から添付するファイルをクリックします。

※添付できるファイルの容量は 1MBまでです。ご注意ください。

表示された内容を確認し、間違いがなければ［ 設定 ］を選択し［ 閉じる ］をクリックしてお知らせを発行します。

もし内容に不備がある場合は［ 再編集 ］をクリックし、前の画面に戻り内容を修正してください。

発行したお知らせは、公開開始日が来るとホーム画面のインフォ

メーションの欄に表示されます。

発行後のお知らせの内容を修正するには

1. 一覧表の中から変更したいお知らせの［ プロパティ ］をクリックします。

2. 該当する個所の内容を変更した後［ 確認 ］をクリックします。その後の操作は、STEP［ 3 ］の以降と同じ手順で設定してください。

4
STEP

Point



47

発行したお知らせを削除するには

1. 一覧表の中から削除したいすべてのお知らせの［ チェックボックス ］を選択します。

※すべてのお知らせを削除する場合は一覧表の上にあるチェックボックスをクリックしてください。

2. ［ 削除 ］をクリックします。

3. 以下のインフォメーションを ...の画面の中に表示されている内容を確認し、間違いがなければ［ 確認 ］を選択します。

間違っている場合は［ キャンセル ］を選択して前の画面に戻り、該当するお知らせを再度選択してください。

4. ［ 閉じる ］をクリックします。

閲覧状況を確認するには

1. 一覧表の中から確認したいお知らせの［ 閲覧状況 ］をクリックします。

2. 表示されたリストを確認します。以下のタブを切り替えることで閲覧状況のリストを切り替えることができます。

［ 未読 ］未読の方のみのリスト ,［ 既読 ］既読の方のみのリスト ,［ 全て ］すべての方の状況

インフォメーションの個所にあるメッセージをクリックし、内容を確認した後［ 閉じる ］をクリックします。

［ more... ］をクリックすると一覧表示のメッセージが表示されます。メッセージを確認するにはメッセージの名称をクリックしてください。

1
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